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第６回 中札内村景観まちづくり委員会 会議録 

 

日  時  令和３年８月３０日（月） １８：３０～２０：２５ 

場  所  役場庁舎 会議室２ 

出席委員  金澤和彦、下埜智加、片山祐二、酒井麻子、歌野裕美、 

欠席委員  保坂裕子、遠藤圭一、中田洋介、嶋崎陽介 

 

事 務 局  総務課長 川尻年和、総務課長補佐 渡辺大輔、総務課主査 竹村幸二  

      総務課主事 小関梨菜 

 

議      事 

 

１ 開  会  18：30 

 

（川尻課長）本日はお忙しい中ご参加いただきありがとうございます。緊急事態宣言が発出され

たのでなるべく早く終了したいと思います。 

 

 ２ 会長挨拶 

（会  長）こんばんは。日暮れが早くなりました。今年の夏は暑かったですね。明日から涼し

くなるので体調には気を付けてほしいと思います。観光客は、結構来ていたと思い

ますが、その結果としてコロナ感染者が減っていません。閑散としているのも寂し

いものですが。しかし、このような中でも村に来ていただくのはありがたいことだ

と思います。注目が高まっているということではないでしょうか。その一方、委員

会内の課題点も心配ではあるところです。多くの人に来村いただくにあたり、長い

目線で地道に継続して取り組んでいくことが大切です。 

      本日は、どうぞよろしくお願いします。 

 

 ３ 報告事項 

― 竹村主査 資料１、資料２、資料３に基づいて説明 学校シーニックは口頭で説明― 

 

（会  長）樹木プレートの材質がエゾマツ材とあります。耐久性が心配です。朽ちていくもの

ではありますが。 

（竹村主査）材質までは指定していません。予算の都合があるためなるべく安くお願いしました。 

（会  長）カラマツ材の方が、耐久性があります。金額が変わらないようであればカラマツ材

でお願いしたいです。確認してみてください。 

（竹村主査）了解しました。（翌日、確認したところ発注前であったこと、他の業務で使用したカ

ラマツ材の余りがあったため、同額で対応していただくことになりました。） 

（会  長）学校シーニックは、学校に対しては強く要望できないでしょう。村独自で何かでき

ないでしょうか。子供たちに村を知ってもらうこと、自慢できることを考えてもら

うことが大事だと思います。子供たちに学習の場を提供したいと思います。 
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（委  員）シーニックをやめた理由は何でしょうか。 

（竹村主査）学校側の授業数確保などと聞いていますが、内部事情までは不明です。開発局は進

めていきたい方針です。 

（会  長）子どもたちも忙しいですからね。 

（委  員）観光協会では、観察会など行っています。観光だけでなく教育委員会と連携して子

供向けのプログラムができたらと思います。公の場ではありませんが教育委員会の

担当者と話題にしたことはあります。 

（会  長）良いテーマがあれば委員会で取り上げたいですね。 

（委  員）大人へのメッセージは、子どもへのメッセージになると思います。 

（委  員）住んでいて思うのは親の世代が村の環境景観を誇らしく思っていないのではないか

ということです。札内川園地の昆虫採集のイベントに参加したらネイチャーガイド

の斉藤さんが楽しそうに説明していました。自然景観を学ぶ機会、親しめる機会を

作っていけば子どもは自然についてくるはずです。 

（会  長）学校のプログラムでなくても、将来のことを考えて何か出来たら良いですね。 

（委  員）郷土学習の授業はあるのでしょうか。 

（川尻課長）あったと思います。社会科のはずです。 

（委  員）休みの日とかに学校外のイベントとして開催してはどうでしょうか。 

（竹村主査）開発局は、学校との関わりに強いこだわりはないように思います。 

（会  長）相手（開発局）も急に動けないので、今あるプログラムの中で行う必要があるでし

ょう。開発局は、人的支援はしてくれるはずです。 

（委  員）郷土の歴史学習は、景観など関連付けられると思います。副読本を読むきっかけづ

くりになります。ただ渡されて終わりではもったいないです。副読本をいただくこ

とは難しいでしょうか。 

（川尻課長）一般的にはもらえないはずです。副読本は、現在のカリキュラムに合わせて教育委

員会の学校教育担当が中心となって作っています。 

（会  長）村の教育委員会で作成しているのなら、副読本に「景観」を入れてもらうこともで

きそうですね。副読本の編集にアプローチしたらいいのではないでしょうか。 

（委  員）鉄道公園利活用の話でもありましたが、公園内に鉄道駅名のついたプレートは作っ

てほしい。更別村は、わかるようになっています。ここに駅舎があったとかわかる

ようなものがあると良いです。 

 

 ４ 協議事項 

・屋外看板（公共施設案内看板）について 

― 竹村主査 資料４に基づいて説明 ―  

 

（会  長）個人的には必要ないと思っています。 

（委  員）毎日通っているのに気づかなかったです。看板に高さがあるので運転していて見て

なかったのかもしれません。一回全部撤去して必要であれば役場の看板だけ設置す

るのはどうでしょうか。 

（会  長）新たに柱を設置するとお金がかかりますから、不要な看板だけ外すとかも検討して
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みてよいかもしれません。 

（委  員）このタイプの看板はすべて撤去して、美瑛町のようにすっきりして分かりやすいの

が良いのではないでしょうか。 

（会  長）街路灯や電柱等がありごちゃごちゃしていますからね。美瑛町のようにすっきりと

した場所であれば、周りの環境に合うのですが。 

（委  員）住んでいれば看板に頼らなくてもわかりますが、知らない人は看板を頼りにするの

ではないでしょうか。一度必要なもの、不要なもの整理してみてはどうでしょうか。 

運動公園にあるマークは無くても良いと思います。 

（会  長）中学校の表示は無くても良いのではないでしょうか。地元の人が行くところは不要

だと考えます。他の町から来る所は設置するというのはどうでしょう。 

（委  員）看板に高さを出すのは、歩道の除雪の都合があると思います。役場は、あった方が

良いと思いますが。一回撤去してみてはと思います。または、街路灯が村のモノな

らそこに付けるのも良いかと思います。 

（会  長）集約するのも手ではありますね。 

（委  員）街路灯に幅を取らないで付けられると思います。夜に行くようなところではないの

で、反射板は不要だと考えます。私は、場所を知っているので看板をよく見たこと

はありません。 

（会  長）いつまでに撤去の判断が必要でしょうか。 

（竹村主査）今年の１２月の新年度予算時期までと考えています。 

（会  長）景観委員会での発言が反映されるのでしょうか。 

（竹村主査）景観委員会の意見をいただいて進めたいと考えています。 

（委  員）撤去して良いと思います。移住してきた時、看板を見ていたら事故を起こしそうだ

と思いました。あれは歩行者向けの看板ではないでしょうか。 

（会  長）同意見ですね。運転しながら見るには、大きくないといけません。最低限必要なも

のに絞って優先順位つけて後日提案してほしいと思います。 

（委  員）究極は役場だけでも良いと思います。運動公園もあったら良いですが。 

（委  員）郵便局は、表示なくても良いです。 

（川尻課長）役場表示は、ポケットパークにつけたらと思っています。 

（会  長）ビーンズ邸の看板はどうでしょう。豆資料館もあります。 

（委  員）本当に、あそこに住んでいると思っている人がいます。面白いものとしてあっても

良いと思っています。 

（会  長）開発局が田園博物館事業の時にまとめてつけたのでしょう。 

（渡辺補佐）豆資料館かビーンズ邸の統一ができていなかったのではと思います。 

（委  員）わくわく感をもって来ていただけたら嬉しいです。 

（会  長）看板を外してほしいと言えば取れるのでしょうがしばらく様子をみましょう。 

 

・先進地視察（景観行政団体移行済み連合加盟村）について 

― 竹村主査 資料５に基づいて説明 ―  

 

（会  長）情勢的なものもあるので急ぐ必要はないと思っています。美瑛町は観光＝景観が強
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いから規制が厳しいのではないでしょうか。基本は住民のための計画と思っていま

す。 

（委  員）人口規模だと清里ですね。産業的にも清里は畑作で村に近いと思います。黒松内は

田園ですし美瑛は観光。比較していくと清里町が一番村に似ていると思います。屋

根の色などそこまでこだわる必要はないとも思います。村と似たところの方が勉強

になるのではないでしょうか。 

（委  員）美瑛町は、一度行っているからそれ以外が良いです。 

（委  員）美瑛町は、方向性が違うかと思います。清里が良いのではないでしょうか。東川・

美瑛は風景が違います。景観重要建築物は清里と違って合っても良いとも思います。 

（委  員）美瑛には行ったことありますが、他はありません。村がどうなっていくのかもう少

し自分で理解したうえで良い点、悪い点はっきりしたところを参考にしたいと思い

ます。夫の出身である熊本県阿蘇周辺とか結構守っているようです。世界には青と

白だけの屋根の島がありますし。黒松内も清里も何が良くて悪くて何を目指してい

るのか見えにくいです。 

（竹村主査）私も資料を作っていく中で、同じ疑問にぶつかりました。中札内村の目指すべき方

向をはっきりさせ、その上で他の町の参考にする流れが良いかと思います。かつて

作成したビジョンや条例がありますので、その頃の方針などを改めて読み返す必要

を感じました。 

（会  長）ここでは方向性を決定できないと思うので継続的に検討したいと思います。来年度

視察の方向で進めましょう。指針や条例は村 HPに掲載されているので各自確認をお

願いします。 

 

・自然保護活動について 

― 会  長 説明 ―  

 

（会  長）自然保護活動（エゾサンショウウオ）は、委員会ではなく個人的活動としてお願い

したいと思います。特定の種の保護というよりは、村全体としての自然景観につい

て検討すべき場だと考えます。 

自然保護のまえに自然景観が主の見方です。景観行政団体になった場合、規制基準

を設けることは私たちの仕事だと思います。必要であれば提案、提言するのが委員

会の在り方です。自然保護活動は委員会の活動とは切り離すこととします。 

 

 ５ その他 

 

（竹村主査）任期が９月末となっているので、１０月上旬に新体制で開催したいと思います。

また、９月下旬に樹木プレートが納品されるので、共栄の防風林への設置の際は、

グループラインでお知らせしますので、都合のつく方はご参加ください。 

別件ですが、移住者座談会を開催予定です。良かったらお誘いあわせのうえご参

加ください。 

（会  長）座談会は、意見が偏らないようにして進めてほしいと思います。それでは、第６
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回の委員会については、これで終了したいと思います。大変お疲れさまでした。 

 

 

 

閉  会  20：25 

 

 

【要旨】 

■樹木プレート 

・材質をエゾマツ材からカラマツ材へ変更提案する。（費用同額で対応済み） 

■屋外看板（公共施設案内看板）について 

・優先順位を付けて必要なものを精査し、次回提案。 

■先進地視察（景観行政団体移行済み連合加盟村）について 

・視察の時期は来年度とする。村の過去の取組（条例や指針）を改めて学習し、参考にすべき自

治体も改めて検討する。現状は、清里町が候補地。 

■自然保護活動について 

・自然保護活動は委員会の活動とは切り離すこととする。 


